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廃棄物の処摩及び清掃に関する法律に基づく措置命令に対する弁明宥を提出するにあた

乃以下のとおり輝かたしますp　　　　　　　　　　　糸車

1私は､平成1 4年6月弊社四日市工場酎工塘長となり､凱5年4月同工場工場長と

≡ :,'子左芸71芸芸芝孟誓言豊芸蒜;芸慧ご芋1,I ;警三:-冒.i"Lニ≡冨,L言
の製遅から脹売まですづて同氏が所管しており蓋した.

フェロシルトの改質などに関する販売先との契約書叫■副工場長の名で作成されて

おり､私が関与したことはありません｡

2苧在､ ■')I場如考えで､フェロシルトの細工車が三重&･,サイク!し製品とし
ての羅定申請の際のエ程'tは異なったエ穣で製造されていたヱとが明らかになって蓉ま

したが､`私は､別工場長時化工場長時代を通じてこのような夢冥を知らされたことt串

あり鼓せんでした｡

3　痔牢6月､フェロシルトを埋立てた壕所から6価クE=ムが検出されて以来､弊社は自

主回収の方針を立七､私が担当となって､閑舶治敵地権専管のご協力を得ながら､

この方針に基づいて回収を進めております机地権者の中には､どのような思惑からか､

臓去のみならず土地へゐ立入りさえ拒む方があり､難渋しており達す｡

撤去命令の名宛人がそれらの地権者であれば削1J力もあるのかもしれませんが､弊社

を名宛人とする命令は､それらの方の協力が得られない以上､実行することができない

のではないかと危倶しております｡

平成】 7年l =弓よ/日

石原産_某株式会社

常釈絶　好
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.用途開発に押する葵熱雷
､､

享子.7i:こ･ 7'

8'･c

生霊鷲警慧琵･.温恵贈品濃鍔to怒
図ることを目的に､以下の通り開発車寵契約を締結する､

第一鼻(目的)

フェロシルトを造成土成し噌路盤材として用途紹発するための改質庶政.達成工事
時の施工技術の砕立及び市場開拓を図ることを巨的とする.

弟=粂(基本原P.1J)

(i)甲臥フェロシルトの土地迫成材掛～は路盤封としての用途開発を図るため,
改究乳酸及び乙の措定する土地に虫けるフィール拝テスト時の造成件集及び市
境願拓を乙に塵託する.

(之)乙は.木造成作巣の具体的なエ法については､甲､乙協議のム甲の珪萌す
･るフ31ロシルトa)晶貿を考成したエ法を涼月するものとする.･
(a)甲はフィールドテストlこ必要なフェロシルトはテストの虚捗に合わせ必裳
に応じて乙k:提鎖するものとする.

辞三条く市境開拓地域)
乙はよる市境開拓地域は中郎地区を原点l)とする.

第四条(私野原持)
甲及び乙揺用途節男をすると当たり､相手方から知り得た僚搾及び7イールドテス
トの籍鼻は掛こ藤野を保持し､互いの薪辞点しに第三者k:開示.漏洩してはならな
い｡

次の槍報は,本条項の施用を貴けないものとする.
(1･)相手方から真顔の将点で,すでに自己の所有であったもの.
(2)相学力から受鎮の時点で.すでに公知であり.本来約の違反なしlこ将来公知
となるもの.

(3)正当な第3着から合飴的に実額するもの

窮五条(圃蛭発生時の兼任)
甲は乙が爽施する用途開発に係るフィールドテストヒおいて.絵規制の範囲内でフ
3=ロシルトの品質に係る問題が発生した場合L甲の党任に患いて解決することとす
る‥

促し､乙がなしたフィールドテスト時のエ事上の取荘を展観として圃頓が生じた
場合k'iま.乙の洪店に別ミて解決するものとする.
いずれの場合も申, z.姓その対応について械薯をもって協鎖するものとする.

弟六免■(用途開発爽月)

甲は用途開発に閲し発生する受用として､別途党尊書こ定めた算用を乙に現金で支払
うものとする｡

第七粂(用途厨発期間)

本爽紡の有効期限は平成1 3年1-0月1日より平成1 4年3月3ユ日とする.
平成1 4年4月以降の用途開発試敬専については,平成ユ4年2月2 6日までに双



方協繕,合意するものとする.
第Eg粂の親虎は.本契約の鵜了､満了後も真た6年間有効に存虞するものとする｡

寓八条■く宿毛則)
*細別こ定めない事項､暫しくは寮敦が生じた夢卿ごついては､甲乙鮮意をもヮて
協議し解決するものとする｡

以上の輿約を証するた軌本尊2通を伸威し､甲､乙争1通を傷有する｡

♂/


